
廃 校 施 設 の 活 用 状 況 
 （平成２８年１０月）  

施設の名称  ふるさと知来館  市町村名 佐呂間町 
                                               
                                               
 
 ・用         途：ふるさと交流施設 
 ・活用開始年月日 ：平成１９年６月２９日 
 ・廃 校 年 月 日：平成１８年３月３１日 
 ・旧  学  校  名：知来小学校 
 
 
 
 ・構   造：鉄骨・一部木造 
 ・建築面積：１，２２０㎡ 

 ・延床面積：１，２２０㎡ 

 
 
 
 ・名 称：知来自治会 
 ・形 態：住民任意団体 

 
 

・主な利用者：知来自治会住民と同地区出身者 

・利 用 者 数：１，５００人／年 

 

 
 旧知来小学校が所在する知来地区は、酪農を中心とした農業集落であるが、昭和２７年には 
１，０７７人を記録した地区人口も、その後徐々に減少を続け、将来における自治会活動への 
影響が懸念されていた。また、明治４１年の開校以来、９８年もの歴史を刻んだ小学校の閉校 
は、教職員全員の転出等も相俟って、地区住民の不安をより大きなものとしたところである。 
また、本地区出身者においては、首都圏をはじめ、北海道内の札幌市、北見市、網走市、旭川市、 

紋別市、空知支庁管内にそれぞれ「知来会」（ふるさと会）を組織し、地域間交流を積極的に推進し 

ており、記念事業等への出席をはじめ多くの相互交流を行ってきたところであるが、同校の廃校に 

あたっては、各地の知来会々員からも多くの惜しむ声が寄せられ、廃校施設の再利用にあたり前向 

きな協議がなされてきた。 
その結果、廃校校舎等の管理を周辺環境も含めて知来自治会が行うこととなり、各地の知来会々員 

や同校同窓生、また歴代教職員との交流の場として活用するほか、同校の歴史と共に歩んできた地域 
文化や郷土資料の展示を行い、校舎の保存と共に地域の歴史物の保存の場として活用することとした。 

更には、これまで地域の児童を中心として開催してきた地域行事や自治会の事業においても、 

可能な限り本施設を活用することで地域の活動拠点としての機能充実を図るとともに、廃校により 

衰退が懸念されていた地域コミュニティの再生に努めている。 
施設は「ふるさと知来館」と称し、７月には地区の盆に合わせ、各地の知来会や歴代教職員等、 

地区出身者を招いた一大イベントとして、ミニ運動会や餅つき、盆踊り、バーベキューなどを楽し 
む「ふるさとお楽しみ会」が開催されている。 

なお、廃校校舎等の管理運営にあたっては、地区住民のほか各地の知来会々員及び同窓生並び 

に歴代教職員からの協賛金により運営基金を設け、この基金の活用により行われている。 

 

 

・住      所：常呂郡佐呂間町字知来８０３番地の１ 

知来自治会長 片 平 良 憲 

 ・Ｔｅｌ／Ｆａｘ：０１５８７－２－３１８３／０１５８７－２－３１８３ 
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